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は じ め に

既発表論文 「東 フランス」凪12]か ら 「パ リにつ い て」 凪13]そ して 「西 南

フ ラ ンス につ いて 」 凪14][B,15][B,16]に か けて,1840年 代 の フ ラ ンスに お

け る ドイ ッ人 の実態 を克明 に検討 してきたが,本 稿 で は そ う した実 態 が,フ ラ

ンス にお け る ドイ ッ人 の社 会主義,共 産 主 義運 動 とどの よ うに関 係 しているか

を分析す る ことにす る。 フォアメル ッにおいて ドイッ人の社会主義 共産 主義

運動 に果 た したフラ ンスの役割 については,こ れ まで 多 く語 られて きた。1830

年 代 か ら始 ま る追放 者 同盟 義 人 同盟,共 産 主義 者 同 盟 にい た る流 れ は,労 働

運 動 史 研 究 にお いて,ま た マ ル クス主 義 成立 史 にお い て重要 な役割 をな してい

るが,こ れ ら三 つ の 同盟 はす べ て フ ラ ンスと関係 して いる。 フラ ンスと ドイ ツ

の社会 主義 ・共産主義 運動 を検討 す ること自体,な ん ら新 しい テ ー マ で もな

い。 た だ,本 稿 で取 り扱 うの は,こ う した同 盟 の思想 的 内容 で も,そ の 具体 的

組 織 形 態 で もな く,フ ラ ンスの ドイ ッ人全 体,ま たパ リの ドイ ッ人全 体 の 中 か

ら見 たその相対 的位置づ けであ る。ここでの第一 のポイ ン トは,1830年 代 か ら
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1848年 革 命 の頃 まで,フ ラ ンスで どれ だ け こ う した結社 が存在 し
,ま た それ が

どの よ うに相 互 に関連 していたか とい う地理的分析 と
,そ の変 遷 を見 る ク ロ ノ

ロ ジカ ルな分析であ る。第二 のポイ ン トは,そ う した秘 密 組織 は,そ れ以 外 の

表 て の ドイ ツ人 組 識 と どのよ うに関係 していたか ということであ る
。 こうした

分析 は,当 然 当時 の ドイ ッ人社 会 の全体 図が描 かれねば意味をなさないことで

あ り,こ れ まで の一 連 の論 文 で分 析 され た事実 がその前提 になる
。

(1)フ ランスにおける ドイツ人結社の分布

フランスにおける ドイツ人

結社の状況

r、
表ての組識

教会(福 音教会)協 会

(読書 協会,合 唱協 会t

援助協会,教 育協会),

職業別団体(靴 職人,

家 具 職 人,仕 立 て職

人),新 聞 雑誌

〉(⊃ ×

社 交 の 場

居酒屋,貸 本屋,読 書

ク ラ ブ,カ フ ェ,病 院

r:y

裏 の組 織

秘密結社,職 人組織

殴 ノ

1830年 代 か ら40年 代 に か けて フ ラ ンスに い

た ドイ ッ人 は数十万人で ある。 ドイッ人 はyそ

れ ぞれ の地 域 で独 自 の組 織 を作 って い く。 そ う

した組織 は,す べ て秘 密結 社 とい うわ けで はな

い。図 に示 されているよ うに,一 般 の眼 に も触

れ る組 織 と して の表 ての組織 で あ る教 会,協

会,職 業 別 団 体,新 聞 ・雑 誌 な どが まず存 在 し

て いた。 その下 に結社 とは言いがたいが ,組 織

を作 る前 提 に な る社 交(sociabilitｬ)の 場 が存 在

して い た。 そ れ は居 酒屋,カ フェ,貸 本 屋 な ど

で あ る。 その下 に表面 には現れ ない組織 と して

裏 の秘密結社 が存在す ることになる,こ う した

構 造 こそ当時 の フ ラ ンスにお ける ドイッ人結社

の特徴であ った。

この中で もっと も表 て に現 れ る組織 と して

は,フ ラ ンスに住 む ドイ ツ人 の心 の糧 とな る教

会で ある。 まず,ド イ ッ人 た ち はそ れ ぞれ の 宗

派 にあわせて教会へ行 くが,フ ラ ンスの よ うに

力 トリックの強 い地域で は,カ トリック以 外 の

宗 派 の方 が 独 自の運 動を展開 してい く。 福音派
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の影響 の強 い ス トラス ブー ルは別 と してパ リ,ボ ル ドー,エ ペ ル ネ ー,ル ・

アー ヴル,フ ラ ンス,リ ヨ ンに そ う した都市 に福 音 グループ,福 音協 会 が形成

され る。 ボル ドー は,古 くか ら北 ドイ ッ との交 易 が あ ったためであ り,エ ペ ル

ネ ー,フ ラ ンス は シ ャ ンパ ンの経 営 者 や労働者 が ドイッか ら来 ていたためであ

り,ル ・アー ヴ ル は ドイ ッ人 移 民 が 多 くここか ら船出 していたか らで あった。

リヨ ンは,ド イ ッ人 職 人 の通 過 コー スで あ ったか らで ある。 この福音協会 は,

公 的 な組織 で教 会 の設 立 運 動 や相互扶助 などを行 っていた。

次 に教会 に関連 して結成 され る組織 と して合唱協会 があ る。 これはパ リ以外

ではほ とん ど記録に残 って いない。読 書協会 は,ス トラス ブー ル とマ ルセ ーユ

にそ の記録が残 って いるが,他 の地 域 に もあ った可能 性 は あ る。援助協会 に関

して は,パ リ以 外 に はそ う した本格 的 な組織 は存在 しないよ うである。 それは

お そ ら く福音協会 が それを兼 ねてい るか らで あ ろ う。 パ リ以外 で は リヨンに

あ った ドイッ人職人の道徳的改善 と支援の協会 がその類で あると思 われ る。教

育協会 に関 して は,半 ば公 の 眼 に触 れ る団 体 で あ る労働 者協会 がその役 割 を

担 っていた可能性がある。 ス トラス ブール,シ ャ ンベ リーな どにそ う した存 在

が記録 されているが,ブ リュ ッセ ル の労 働 者 協 会 や,ロ ン ドンの労 働 者教 育 協

会 との 関係 は不 明である。

フランスに住む多 くの ドイツ人遍歴職人達 の集団 は,フ ラ ンスで それ ぞ れの

職 業 集 団 を つ くって いた。パ リでは とりわ け ドイッ人仕立て職人,靴 職 人,家

具職 人 の集 団 が力 を もって い たが,こ う した集 団 は,そ の ま ま一 部 は秘 密 結社

に な るわ けであるが,そ れ以 前 に一 般 に そ うとみ な され うるよ うな集団を形成

していた。地方で こうした職業集団を形成 で きる場所 は,ス トラス ブー ルか,

リヨ ン,マ ル セ ーユ ぐ らい しか なG・で あ ろ零 。こ う し織 業 集 団 を もつ地域が,

秘 密結 社 の存 在 す る地 域 と重 な るの も当然で ある。

一般 の眼に触れ る組織 として特異なの は,新 聞雑 誌 で あ る。 ドイ ッ語 の新 聞

については読書協会 に行 けば読 む ことがで きるわけであ るが,フ ラ ンスにお け

る細 か い情 報 は,フ ラ ンスに住 む ドイ ッ人 自身 の新聞か ら得 る しかない。 こう

したメデ ィアが発展す る場所 は,表(1)を 見 れ ば わか るよ うに,パ リを除 けば
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表(1)1830-40年 代 フラ ンスにおけ る ドイ ツ人の新 聞,雑 誌(凪4]よ り作成)

編 集者 のみ ス トラスブール

ミュル ーズ

パ リ

リシュ リュー通 り65番

プロヴ ァ ンス通 り67番

プール ・サ ン ・ジェル マ ン通 り41番

ラフィ ッ ト通 り44番

モ ンマ ル トル通 り39番

リシャー通 り24番

モ ンマル トル通 り39番

リシュ リュー通 り64番

キ ャプ シー ヌ大通 り44番

シ ョセ ・ダ ンタ ン通 り22番

ヌー ヴ・サ ン・トーギ ュス タ ン通 り36

ム ー ラン通 り32番

ヴァノー通 り22番

サ ン ・タン トワーヌ通 り51番

ラ シー ヌ通 り28番(印 刷所)

サ ン ・ル イ通 り46番(印 刷所)

アル プ通 り90番(印 刷所)

シャ トー ・ブ リアン ・アヴェニュー4

『コ ンス チ ツ ー チ ョネル ・ ドイ ッチ ュ ラ ン ト』

『エ ル ヴ ィナ』

『ブ ラ ー ガ』

『フ ォル ク ス 。 トリ ビュ ー ン』

リノ一ノユデ

』

葡

者

ユ

放

ヴ

追

ル

『
昨

『
聾

『バ ラ ンス』

『ル ・モ ン ド』

『ドイ ッのパ ノ ラマ』

『パ リ新聞』

『デ ィ ・ツ ァイ ト』

『フォール ム』

『人民 の声』

『デア ・シュテル ン』

『フ ォ ア ヴ ェル ツ』

『独 仏年 誌 』

『ドイ ッ ・シュ トイ ア ー マ ン』

『ブ レ ッ タ ー ・デ ア ・ッ ー ク ン フ ト』

『ドイ ッチ ェ ス ・パ リザ ー ・ジ ュル ナ ール 』

『ドイ ッチ ェ ・ ト リビ ュー ン』

『パ リザ ー ・ホ ー レ ン』

『パ リタ刊 新 聞 』

1830-32年

1838-39年

1838-39年

1847年

1$34-36年

1835-38年

1836年

1836-37年

1838-39年

1$38-39年

1839年

1839年

1839年

1843年

1844年

1844年

1844-46年

1845-46年

1846年

1847年

1847年

1848年

ス トラ ス ブ ー ル,ミ ュ ル ー ズ しか な い。 しか し
,そ う した 新 聞 も1830年 代 ど ま

りで あ り,1840年 代 か ら は す べ て パ リに 集 中 す る。

表 て と裏 の 組 織 の 間 に ドイ ッ人 が 集 合 す る社 交 の 場 が あ った が ,そ れ は居 酒

屋,貸 本 屋,読 書 ク ラ ブ,カ フ ェ,病 院 で あ る。 そ の 中 で も居 酒 屋 や カ フ ェ の

果 た した 役 割 は大 き い。 ス トラ ス ブ ー ル に は1830年 代 多 くの ドイ ッ人 亡 命 者

職 人 が 住 ん で い た が,そ こ に は レ プ ヒ ュ ー ネ ル(Rebhunel)と い う居 酒 屋 が あ

り・追 放 者 同 盟 の フ ェ ネ ダ イ な ど が よ く利 用 して い た([B ,13]の 注(25)参 照)。

カ フ ェ は マ ル セ ー ユ の ユ グ リー(Hugly),ナ ン トの カ ル ミハ エ ル(Carmichael)
,
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(3)

表(2)フ ラ ン ス に お け る ドイ ツ人 結 社 一 覧 表([A,1][A,2]に よ り作 成)

都 市 名 黙 認 の 結 社 秘 密 結 社

ス トラス ブール 読書協会 人権協会1842年

下ライン愛国人民協会1848年 青年 ドイッ1834-1839年

ドイッ人軍団1848年 復讐協会1834年

民主協会 青年 ドイッ ・クラブ1845年

労働者協会1845年

ドイツ共和主義者中央委員会1849年

ナ ン ト
ドィッ共産主義者協会1845年

マ ル セー ユ 読書サークル ドイッ共産主義者協会1845年

青年 ドイツ1845年

青年 ドイッ ・クラブ4845年

リヨン ドイッ人職人の道徳的改善と ドイッ共産主義者協会1844年

支援の協会1845年

福音協会 青年 ドイッ1848年

デ ィ ジ ョン
ドイッ共産主義者協会1845年

シ ヤ ンベ リー ドイッ労働者協会1847年

シ ャ ロ ン 。 シ ュ ル 。マ ル ヌ ドィッ人軍団1848年 ドィッ共和主義委員会1848年

ボル ドー 福音協会

ル ・ア ー ヴル 福音協会

ラ ンス 福音協会

エ ペル ネ ー 福音協会

ブザ ンソン ドイッ人軍団1848年

ミaル ー ズ 青年 ドイツ1836年

デ ィ ジ ョ ン の ペ タ ー ソ ン(Peterson),リ ヨ ン の ブ リ ッ ツ(Fritz)・ ミ ュ ー『ラ ー

(Muller)iベ ー ル(BeeDな ど1窪,そ の ま ま 秘 密 結 社 と関 係 して い た([B,13]の

注(26)参 照)。 しか し,あ くまで も居酒 屋 とカ フェ は表 面上 は偶然の出会 いを保

証す る場 にす ぎなか った。貸本屋や読書 クラブにっ いては,パ リ以 外 で はマ ル

セ_ユ しか記 録 は残 って いな いが,ド イ ッ人専 門 で はな く,フ ラ ンス人 も利 用

す る ク ラ ブで ドイ ッ人が相互 に情報 を提供 した ことはあ り得 る。病院 に関 して

は,ロ ン ドンの ドイ ッ人 病 院 の よ うな本格 的 な もの はフ ランスに は存在 しな

か ったが,パ リで は追 放者 の 同盟 の中心 人物 シュース ターなどが積極的 に ドイ

ッ人 を診療 して いたが}地 方 に お い て どの よ うな状 態 で あ ったか は不 明で あ
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る。

秘 密 結 社 とい うの は,こ う した表面 上 に現 れ る集 団 に隠れ た組織 であ る。 し

か し,表 面上 の集 団 とま った く分離 しているのではな く,あ る面 で は密 接 に関

連 して い た。 フラ ンスにおいて も政治的 に急進 的な結社 は公 にす ることはで き

なか ったが,ド イ ッ人 た ち は そ う した中 で きわ めて多 くの秘密結社 を作 って

い った。 その中で有名 なのがパ リの追放者 同盟で ある。地方 で も多 くの秘密結

社が存在 した。 ス トラスブールで も人権協会,青 年 ドイ ツ,復 讐 協会 ,青 年 ド

イ ッ ・ク ラブ,労 働 者協 会 な どが存 在 した。 これ らの組織 はもちろんパ リの追

放者 同盟 や義人同盟 と直接関係 す るわけで はない。 ナ ン トのカル ミハ エルの共

産主義者協会,マ ル セ ー ユの ユ グ リーの共 産主 義者協会,リ ヨ ンの共産 主 義 者

協 会 は家 具 職 人が中心であ り,密 接 に関 連 して い る。 この結 社 はベ ッカー とス

イスの レマ ン同盟 との関係 を もってお り,ヴ ァイ トリンクの義 人 同盟 と関 係 し

ていた可能性 はある。 ただ,マ ル セ ー ユ,ス トラス ブール,リ ヨ ンに は青年 ド

イ ッ ・ク ラブ もあ り,義 人 同盟 は フ ラ ンス内で も青年 ドイッ派 となかば共存 し

ていた ことを物語 っている。 この二つの グループの存在 はaス イ ス,ド イ ツに

お け る シ ンジケー トを比 較 してみ るとよ くわか る。

フ ランスの ドイ ッ人秘密結 社 は,さ ま ざ ま な地 域 と密 接 な関 係 を 保 って い

た。 もっと も大 きな シンジケ ー トを持 って いたの は,お そ ら く青 年 ドイ ッで

あ った と思 われ る。 スイス各地 の青 年 ドイ ッ派 の シ ンジケー トは1830年 代 に

形成 され て い くが,何 度 か の追放 に もかか わ らず依 然 として力を持 っていた。

1845年 に お け る青 年 ドイ ッの組織 は ジュネー ヴ,ロ ー ザ ン ヌ,ヴ ェ ヴ ェー,シ

ョー ・ド ・フ ォ ン,ベ ル ンな ど スイ ス のか な りの地域 に拡が って いた。 フラン

スでは,パ リ,リ ヨ ン,マ ルセ ーユ,ス トラス プー ル に大 きな組 織 が あ ったが
,

フ ラ ンス とス イ スを結 ぶ い くっかの線 は青年 ドイ ツの主要動脈 であ ったと言 え

よ う。 これ に対 して,共 産 主 義 者 組 織 も,ほ ぼ 同 じ地 域mザ ン ヌ,ヴ ェ

ヴ ェー・ ジュ ネー ヴ,ヌ シ ャテル,シ ヨー ・ド ・フ ォ ンに組 織 を もっていた。

また フランスにお いて もパ リを除いて も,ス トラス ブ ール,デ ィジ ョ ン,ナ ン

ト,マ ル セ ー ユ,リ ヨ ンで あ り,こ れ は ほぼ青 年 ドイ ッ派 と同 じである。青年
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ドイッ派 は知識人 が中心 の組織であ り,そ の 目的 は ドイ ッ の統 一 で あ り,共 産

主 義者 と基 本 的 に は相 いれ な いわけであ るが,組 織 的 に も,人 的 に もけ っ して

明確 に分 離 で き る組織 であ ったと言 うべ きではないか もしれない。

② パ リにおける ドイツ人結社の分布

1840年 代 にお い て ドイ ッ人 結社 が も っとも多か ったのはパ リである。パ リは

1840年 代 海 外 にお け る最 大 の ドイ ッ人 居住区であ ったわけで あ り,そ の意 味 で

は当然 の ことで あ った であろ う。特 にパ リの ドイッ人 は,職 人 層 や亡 命者 だ け

で な く,外 交官 や大 商 人,旅 行者,芸 術 家,学 者 な どその顔 ぶ れ は多 彩 で,非

常 に複 雑 な コロ ニー を形 成 して いた(凪13]参 照)。 もち ろん こ う した コ ロニー

にお け る結社 も,フ ラ ンスの諸 都 市 の ドイ ッ人結 社 のあ りかた同様,先 の 図 の

よ うに表 て組 織 社 交 の場,裏 の組 織 とい う形 で形 成 され て いた。

表ての組織の中で もっと も代表的な ものは,宗 教 上 の組 織 で あ る。 カ トリッ

ク は,パ リの北 の ヴ ィ レ ッ トに1837年 に協 会 をっ くり・ 福音 派 も1846年 に ド

イ ッ人 の家 具職 人 の コ ロ ニ ーの あ るサ ン ・タン トワーヌに福 音協会 を設立 し

た。 こうした組織 は教会の設立 と貧民 の救済,子 弟 の教 育 を 目的 と して い た。

そ う した流 れの中 に合唱協会 も位置づ け られる。 ドイッ人 の情報交換の場 とし

てで きた1831年 の合 唱 協 会 は,コ ロニ ー にお け る最 初 の組織 で あるが,政 治 性

を含 み つ っ,そ れ を越 え た部 分 で組 織 され た もので あった。後 の秘密結社 はそ

こか ら発展 してい くことになる。 ドイッ人人民協会,愛 国 協 会 な ど は ドイ ツに

お け る出版 の自由 と祖国統一 を求 あ る公 の組織で,そ こに参 加 した ヴ ォル フル

ム,ガ ル ニ エ た ち は,後 の秘 密 結社 の主 要 メ ンバ ー にな る。次第 に弾圧 を強め

て くるルイ ・フィ リップ政権下 で,1834年 頃 まで比 較 的 自由 に行 動 して いた。

こうした組織 は思想的 に も次第 に急進化 し,秘 密 結 社 と して地 下 に も ぐる こ と

に なるが,公 の部 分 で こ う した組 織 を支 え ることにな るのが,援 助協 会,職 人

協 会,医 師協 会 な どで あ る。援 助 協 会 はボル ンシュテ ッ トが始 めた組織 が有名

で あるが,ボ ル ンシ ュテ ッ ト自身 パ リ,ブ リュ ッセ ル いず れ の都市 で も労働者

の秘密結社 とも深 く関係す ることにな る。援助協会の資金 はパ リに住 む豊かな
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人 々の寄付 によるものであ り,パ リに居 住 す る ドイ ッ人 一 般 を対象 と して いた

が・ ここの職種別 の援助 を対象 とす る特殊 な組織 と しては,靴 職 人,仕 立 て職

人 な どを対 象 と した職 人 協会があ った。 この中心 には,追 放 者 同 盟 の 中心 に た

っ ム シ ャー二が いた。 また,ド イ ッ人 の医療 診 断 を して いた組織 に医師協会が

あ ったがyそ の 中心 人 物 シ ュ ー ス ター もや は り追放者 同盟 の中心 人物 であ っ

た。 パ リにおけ る秘密結社 は,こ う した表 て の組 織 と深 く関係 していたため
,

秘 密 結社 の政 治 闘争 は表 ての職 種別,組 織 別 の相 違 を反 映 して い た。

パ リの ドイ ッ人 たちは多 くの居酒屋 やカ フェで情報 を交換 しあ
っていたが,

有名 な店 は ク レー ガ ー(Kroeger),ク ー ン(Kuhn),シ ー フ ァー(Schiever) ,シ ェ

ル ッ ァー(Scherzer),ヵ フェ ・ガィサー(Gaisser)な どで
,ほ ぼ セ ー ヌ右岸 の家 具

職 人 を中心 とす るサ ン ・タン トワーヌか ら,靴 職 人,仕 立 て職 人 を中心 とす る

サ ン ・トノ レ界隈 までに集中 していた。 こうした場所 はT表 て の組 織 と して の

中心 で あ り,ま た裏 の組 織 追放 者 同 盟 や青 年 ドイッの中心で もあ った。 この

界隈にはまた ドイツ縛 用の読書 クラブもあ認 。

そ うした社交 の場 は,新 聞雑 誌 の発行 の場 と も重 な り合 っていた。 パ リで発

刊 され る ドイ ッ人向 け新聞,雑 誌 はか な りの数 にの ぼ った が,そ の多 くはや は

りセ ー ヌ右 岸 の この一帯 に集中 していた。住所 で見 る限 り,秘 密 結 社 の機 関誌

『追放 者』 とモ イ ラーの 『デ ィ ・ツァイ ト』 は同 じリシュ リュー通 り64番 で あ

る し,『 独仏 年 誌 』を先 取 り した 『ル ・モ ン ド』とボル ンシュテ ッ トの 『パ リ新

聞』は,同 じモ ンマ ル トル通 り39番 で あ る。『パ リ新 聞』の後 継 が 『デ ィ ・ツァ

イ ト』 であ ることを考 えれば,四 つ の新 聞 は非 常 に狭 い範 囲 で 作 られているこ

とにな る。 しか し・一方 で きわめて急進 的であ った り,他 方 で きわ めて穏 和 で

あ った り してい るのであ る。 しか も,編 集 者 同士 は,思 想 的 に似 通 った り も し

て い るの であ る。 パ リで発行 された新聞 はどれ も一年 ぐらいの短命 な新聞 であ

るが,そ れ ぞれ微 妙 に関連 しあ って い た。秘密結社内での思想闘争 は闘争 とし

て・新聞 とい う媒体で はお互 いのシ ンジケー トを もっていた とい うべ きで あろ

曾。

セーヌ右岸に ドイッ人の表ての結社と新聞は集中 していた。 これは秘密結社
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にっいても言える。秘密結社の住所を見つけることは,本 来不可能であるが,

表ての組織 職人協会,新 聞や集会場所から検討することができる。 ここで注目

すべ きは,秘 密結社は後年マルクスやエンゲルスがまとめたように,追 放者同

盟,義 人同盟 という二っの組織か ら成 り立 っていたというわけではない。追放

者同盟から義人同盟へと発展 し,共 産主義者同盟へいたるとい う秘密結社の図

式はs多 分に共産主義者同盟の覇権を掌握 したマルクスとエンゲルスが自己を

正統派 として位置づけるために作 り上げた歴史の捏造的解釈であったと思われ

るが,本 来 は追放者同盟ひとつをとって も,実 は崩壊 しておらず1840年 代まで

mし て存在 していた檜,追 放者同盟以外1こも洞 時期に リヨンやマルセーユ,

そ してスイスと深い関係を持 っている青年 ドイッや,多 くの追放者同盟員をか

かえる ドイッ人同盟,ド イッ ・ヴェンダ協会,行 動協会,共 産主義的職人組合,

コミテー,ド イッ共産主義協会などが存在 していた。 こうした組織の人物はな

かば交錯 し,半 ば相違 している。その理由は秘密結社自体が複雑に交錯 してい

たことを意味する。 けっして追放者同盟だけが大きく,重 要な組織であったと

は言えないであろう。思想的にも,共 和主義を信奉する人々か ら共産主義者ま

で,平 和闘争を語る人々か ら武装蜂起を主張する人々までさまざまであ り,こ

うした集団が一っにまとまっていたと考えること自体む しろおか しいと考える

べきであろう。追放者同盟か ら義人同盟へ移行する流れの中で出て くる共産主

義 と共和主義との抗争 も,分 派活動であまり意味を もっていないとも考えられ

よう。義人同盟の中で,武 装派のヴァイ トリンクと平和路線のシャパーとの分

離 も,シ ャパーも参加 していた ドイッ人同盟を見る限 り武装闘争派でもありi

明確に線を引 くことは難 しい。 またこの組織 自体,追 放者同盟 義人同盟 と対

立 もしていて,0体 組織 自体分派活動をどう規制 していたかがわか らな くな っ

て くるのである。

追放者同盟→義人同盟→共産主義者同盟 という流れが,い かに単純化 した流

れであるかは,1848年 革命ではっきりする。それは,組 織的な唯一の正統派で

あるとされる共産主義者同盟が,パ リに本部を移 して結成 した ドイッ人労働者

クラブは ドイツ人の組織 としてはきわめて脆弱の組織であったか らである。そ
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表(3)パ リにお ける結 社([A,1][A,2]に よ り作成)

0375)

黙 認 の 結 社 秘 密 結 社 中心 人 物,本 部,集 合 場 所

合唱協会1831年

職人協会1841年 仏ん 独人 ベルギー人 靴職人 仕立て

ドイツ人職人協会1830年代はじめ

パリ・ドイツ人医師協会
シ ュ ー ス タ ー

ドイッ人民協会(ドイツ人読書, カ フ ェハ ウ ス,パ サ ー ジ ・ソー モ ン

入民協会)1840年 ジーベンファイファー グラヴィリエ通り

ドイツ人職人協会1834年 ム シ ャー 二

ドィッ人民協会,ドイツ人愛国者 ガルニエ,ヴ 才ルフルム

協会183a-34年

援助協会1844年 ボルンシュテット

福音協会1846年 サ ン・タントワーヌ通 り

カトリック1837年 か ら ヴィレット通 り

ドイツ中央ビユーロー サン・タントワーヌ通り

ソ シエ テ ・エ デ 。 トワ 。エ ・ル ・ ヴァルツ

シエル ・テー ド(援助協会)

ドイツ共和主義協会1835年 コポー通り,モ ンパンジエ通 り,サ ン・ジェルマ

ロセロワ通 り

仕立て職人協会1840年 シ ュ ミッ ト,コ キ リエ ール 通 り

追放者同盟1834-1847年 フ ェネ ダ イ,シ ュ ー ス タ ー,ヴ ァイ ト リンク

儀人同盟) モ イ ラー,エ ヴ ァーベ ッ ク

ドイツ人同盟1836-1842年 シ ュ ー ス タ ー}シ ュー ラー,ゴ ー ル ドシ ュ ミッ ト
,

革工』 シャパー,モ ールなど

ドイッ人労働者結合1847年 ハルゼンヴィンケル

ドイッ人アソシアシオン1$44-5年 ボルンシュテット

贈罪連合1833年 ヨゼフ ・ガルニェ

青年 ドイッ・クラブ1939年 ペ ター ソ ン,コ ン ブ ス ト,シ ュ ー ラー

シ ェ ー フ ァ ーの ビ アハ ウ ス,テ ィル シ ャ ップ通 り
,

ソー通りなど

ドイッ ・ヴェンダ協会1846年 ム シ ャー 二

ベルグクナッパー協会1833年 ブライデンシュタイン兄弟

ドイッ人愛国協会1832年 ヴオルフルム

行動協会B38-45年 ル ス ト,ベ ッカ ー,ヴ ァイ ト リン ク

共産主義的職人組合1845年 エヴァーベック,仕立て職人 美術家具師

ヴァンセンヌ市門近くのキャバレーフmム

オー ト・ヴェール ト(貴高き緑) 共和主義者

クナップスシャフター(鉱山労働 エッケルベルク
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者)1832-35年i

コミテー1845年 ヴァイトリンク派

ドイッ共産主義協会1845年 エヴァーヴェック 仕立て屋 ムシュー・プランス通り

居酒屋シェルッァーやカフェ・ガイサー

ガ ス トハ ウ ス ・シー フ ァー,ホ テ ル ・コ メ ッ ト

ドイッ共産主義者協会1840年
ベ ッカ ー

未成年労働者1833年 シ ュー ス ター

ドイツ出版協会1833年 ヨゼ フ ・ガル ニ ェ

ドイッ人愛国協会1$33年 シューマヒャー,仕立て屋

人権協会1834年 ヴオルフ

政治協会1837年 エ ル ・ポ ンサ

ドイッ愛国人民協会(人権協会) シ ュ ー一マ ヒ ャ ー,ム シ ャ ー 二,ク ム

1833年

エヴァーベック委員会1848年 サ ン ・ トノ レ,カ フ ェ ・デ ンマ ー ク

ドイツ民主協会1848年
モンマル トル通 り64番,サ ン・タンヌ通り

イタリア通りカフェ・ミュルーズ

ヘ ル ヴ ェー ク,ボ ル ンシ ュ テ ッ ト

ドイッ人軍団1848年
パ リ,ス トラス ブー ル,シ ャ ロ ン,ブ ザ ン ソ ン

パリ・ドイツ人委員会1849年 エ ヴ ァーベ ックfプ リン ト,ザ イ ラ ー

ドイッ人労働者クラブ マ ル ク ス,シ ャパ ー一,サ ン ドニ通 りカ フ ェ ・ピカ ール

グルネル ・サントノレ通り

革命的ドイッ人委員会1849年
ヘス

スラブ・ドイッ人友愛会1849年

仏独協会1848年 多くは仕立て屋

復讐協会1849年 シュナイダー1

れに対 しヘルヴェーク,ボ ル ンシュテ ッ トを 中心 とす る武装 闘争派 は,5,000

人 もの ドイ ッ人 を組 織 す る こ とにな るので ある。 セーヌ右岸 のサ ン ・トノ レ界

隈 で行 われ た組織活動 に,共 産 主 義 者 同 盟 は ほ とん ど力 を持 っ ことがで きな

か った。それは,パ リにお いて 追放 者 同 盟,義 人 同盟,共 産主 義 者 同盟 以 外 の

組織 が有 力 であ ったとい う事実,職 人相 互 の表 て の組織 に影 響 された組織活動

が しっか り して いた とい う事実 によって説明可能であ る。 もちろん,こ の時 で

す ら,パ リの ドイ ッ人 秘 密結 社 は二 つ にま とまって いたわけで もな くsさ ま ざ

ま な党 派 が 併 存 して い た。 パ リに は1848年 革 命以 後 い くっ か の結 社 が で き る

が,そ れ らの中 で わか って い る もの は,パ リ ・ドイ ッ人 委 員会,ド イ ッ人軍 団,
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ドイ ッ人 労働 者 ク ラ ブ,エ ヴ ァー ベ ック委 員 会
,革 命 的 ドイ ッ人 委 員会,ス ラ

ヴ ・ドイ ッ人 友 愛会,仏 独 協 会 T復 讐協 会 で あ る。1850年 代 に は各 地 で,ド イ

ツ人 の結 社 が 最後 の動 きを示 し,そ れ が ケル ン共産 党 裁 判 と関連 す る[B ,16]。

パ リの組 織 は そ れ ぞ れ 外 国 の組 織 と密接 に結 ば れて いた
。 こ う した シ ンジ

ケー トは第一 に ドイッ人職人の遍歴 コースに したが ってで きて いった。 まず,

パ リー一リヨ ンー マ ル セ ーユー スイスー一ミュルーズー ス トラスブール という東 フ

ランス,ス イ ス,南 フ ラ ンスを結 ぶ 三 角形 の コー スであ る
。 この コースは1830

年 代 初期 の青 年 ドイ ッの広 が りを示す コースで もあ る。1830年 代 の弾圧 を逃 れ

た人 々 は スイ スに 向か ったが,そ こで 「西 南 フラ ンにつ いて(上)フ ラ ンス経

由で スイ スを追 放 され た ドイツ人のルー・卜」[B ,14]で 述 べ た よ うに青年 ドイ ッ

が形 成 され る。青年 ドイ ツはスイスにお いてその力 を蓄え
,や が て フ ラ ンスへ

進 む。 こ う した動 きに対 して,追 放 者 同盟 ,義 人 同 盟 は,青 年 ドイ ッ と同 じく

スイ ス・ フラ ンスにおけ る職人遍歴 コースを軸 として発展す る
。 したが って,

青 年 ドイ ッの シ ンジケ ー トと ほぼ併存 しているわけである。 しか し,青 年 ドイ

ツを凌 ぐの は・ 海 を渡 ってイギ リスへその力を伸ば したことであ る
。青年 ドイ

ッもイギ リスへ追放 された ことは述べ たが[B ,14],彼 らの多 くは再 び スイ ス,

フ フ ンスに戻 って お り,イ ギ リスにそ の力 を伸 ば す こ とはあ まりなか った。た

だ しイギ リスの場合,も っぱ ら ロ ン ドンに集 中 して い る
。 しか も,彼 らが ベ ル

ギ ー,ア メ リカ,さ らに は ドイ ッ本 国 へ と力 を伸 ば していることは注 目に値す

る。 こう した動 きはマルクス,エ ンゲ ル スの共 産 主 義通 信 委 員 会 によ る国際的

連帯組織以前 の ものであ った。パ リか らロ ン ドン,ロ ン ドンか らブ リュ ッセ ル,

ブ リュ ッセ ルか らパ リとい った三角形 の コースは
,1845年 以 降 の この結 社 の枢

軸 とな る。 さ らに ブ リュ ッセルか らはヴェル ヴ ィエ,ケ ル ン,エ ルバ0フ ェル

トへ の コ ー スが展 開 し,や が て マ ル クス,エ ンゲル スの派 閥 の枢 軸 とな る。 ま

たパ リ,ス トラス ブール,マ イ ンツ,フ ラ ン クフル ト,ベ ル リンの コー ス も発

展 す るが,こ れ は,1848年 の ヘ ル ヴ ェー クの ドイ ツ人 軍 団 の コー スで もあ
っ

た。 その ほか の組織 も,パ リ以 外 に支部 を作 ろ うと して いた
。 ドイ ツ人同盟 は

フランクフル ト,ミ ュ ンヘ ン,ウ ィー ンまで の コー ス を と ろ うと していた し,
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表(4)結 社 のフ ラ ンス以外 の支部([A,1][A,2]の 史料 か ら作 成)

結 社 名

ドイッ人同盟

追放者同阻 義人同盟

スラヴ・ドイッ人友愛会

貴高き緑

ドイッ共産主義者協会

青年ドイツ

民主協会

都 市 名

ベ ル リ ン,ウ ィ ー ン,ミ ュ ンヘ ン,フ ラ ンク フ ル ト・ マ イ ン ツ

フ ラ ンク フル ト,マ イ ンツ,ダ ル ム シ ュ タ ッ ト,シ ュ ライ ン・ ク ロイ ツナ ッハ・ ハ ノ開 フ ァー㍉

ハ ンブル ク,プ レづ ン,・ 一 ザ ンヌ,モ ル ジ ュ,・ 一 ル,ヴ ェ ヴ ズ ・ オ ル ブ・ ラサ ラ・ イ

ヴ ェ ル ド ン,ジ ュ ネ 繊 ヌ シ ャ テ ル,ラ ・シ ・一 ド ワ ォ ン・ バ げ ン(ス イ ス)一 一 ス

ター ル,ル ・・ ク ル,バ ーゼ ル,ブi)ユ ・セ ル,・ ン ドン,キ ール・ ベ ノレ1ル 汐 ル ン・ ヴ ・ル

ヴ ィ エ,ニ ュ ー ヨ ー ク,エ ル バ ー フ ェル ト,プ レ ス ラ ウ,マ グデ ブ ル ク,ラ イ プ チ ッ ヒ,リ エー

ジ ュ,ス ト ック ホル ム,ア ム ステ ル ダ ム・ フ ィラ デル フ ィア

ドレ スデ ン,ブ レス ラ ウ

ロ ン ド ン,ブ リ ュ ッセ ル,フ ラ ンク フル ト,ケ ル ン,ア ー ヘ ン

ロ ン ドン,ブ リュ ッセ ル,ハ ンブ ル ク,マ グ デ ブ ル 久 ラ ・シ ョー ・ ド 。フ ォ ン

ジ ュネ づ,カ ル ー ジ 。,ニ ヨ ン,・ 一 ル,オ ーバ ン ヌ,・ 一 ザ ンヌ・ エ ー グル・ ヴ ・ ヴェ 闘・

イ ヴ ェ ル ドン,ム ー ドン,パ エ ン ヌ,ラ ・シ ョー ・ ド ・フ ォ ン,フ ル リエ・ ビ ェ ン ヌ・ サ ンチ ミ

ェ,ベ ル トウ ー

ハ イ デ ル ベ ル ク,ノ イ シ ュ タ ッ ト,ラ ー ン

スラヴ.ド イ ッ人 同盟 は ドレス デ ン,ブ レス ラ ウ とい った ポ ー ラ ン ド方 向を目

指 していた。また一方 「貴高 き緑」,ド イ ッ共 産 主 義協 会 は,マ ル ク ス,エ ンゲ

ル ス派 と同 じロ ン ドン,ブ リュ ッセ ル,ケ ル ン,ア ーヘ ンへ の拡 大 を狙 って い

る.民 主 協 会 は,ヘ ル ヴ ー クの ドイ ツ人 軍 団 の こ とで あるが・ ヘ ッrの 南

ドイ ッで の蜂起 に参 加 す る とい う目的 もあ って主 として,バ ー デ ン地 域 を中心

に支 部 を拡大 してい く。

この ように見 ると,ド イ ッ人 同士 の国 際 的 な連帯 運 動 は,追 放者 同盟 や義 人

同盟 以 外 に も多 くの結社がや っていたことで あ り,必 ず しもマル クス,エ ンゲ

ル スの共 産 主 義通 信 委員 会 の貢献 ではない。 しか し,そ れ ぞ れ の国 の労 働者 と

の っ なが りを求 めよ うとした点で,国 際 的 連帯 を考 え るな らば,義 人 同盟 に優

先権 が あ るで あ ろ う。 しか し,実 際 に は そ う した連 帯 は,せ いぜ い ロ ン ドンの

チ ャー チ ス トと連絡 が取れた とい う程度 の域 を出て いないか,あ るい は民 主 主

義 組 織 民族 主 義 者組織 と連携 をはか り,ベ ル ギー人,ポ ー ラ ン ド人 な どへ 拡

が った にす ぎない。 この点に関 して は}ハ ー ニー と関係 を もち・ 民主 協 会 との

連絡 を とったマル クスとエ ンゲル スの貢献 とい って いいか も しれな い。 しか
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表(5)1830靴40年 代のスイス・イギリス,ベ ルギー1こおけるドイツ人の新聞雑誌(凪4]に より作成)

都 市 名 新 聞,雑 誌 名 発 行 年
ス イ ス

一

チ ュ ー リ ッ ヒ 『北の光』 1834-1835年
ビエ ン ヌ 『青年 ドイ ツ』 1836年
ベ ル ヴ ュ

,コ ン ス タ ン ッ 『灯台』 1838-39年
ベ ル ヴ ュ

『ドイ ツ ・フ ォル ク ス ハ レ』 1839-41年
ジ ュ ネ ー ヴ,ベ ル ン rド イ ッ青年 の叫 び』 1841年
ロ ー ザ ン ヌ 『民衆的職人』 1842年
ベ ル ン

,チ ュ ー リ ッ ヒ 『青年 ドイ ツ』 1842-43年
チ ュ ー リ ッ ヒ,ヴ ィ ン タ ー ツ 『ス イスか らの ドイッ人 の使 い』 1842年
ア ー

ヴ ェ ヴ ェ ー,ロ ー ザ ン ヌ 『現代』 1$44-45年
ロ ー ザ ン ヌ r喜びの知 らせ』 1845年
ロ ー ザ ン ヌ

『災 い』 1845年
ベ ル ヴ ュ

『ライ ン年 誌』 1846年
ヘ リザ ウ

rプ ロ メ テ ウ ス』 1846年
チ ュ ー リ ッ ヒ

『ドイ ツ ・ ト リ ビ ュ ー ン』 1846年
バ ー ゼ ル

rド イ ッの傍観者 』 1848年
ロ ン ド ン

サ ザ ンプ トン通 り 『ドイ ッ人 の生 活 ・芸術 ・詩 』 1834年

(手 書 き)『 ドイ ッ人 新聞』 1837年

『ドイ ッ人 ・ポ ー ラ ン ド人 新 聞 』 184?
グ レ ー ト ・ク ィ ー ン通 り 『ロ ン ドン ・ ドィ ッ人 新 聞』 1845-51年

ウ ォ ー レ ン通 り

セ ン ト ・マ リー ・ア ック ス通 り

セ ン ト ・マ リー ・ア ッ ク ス通 り r共産主義者雑誌』 1847年

ブ リュ ッセ ル

rグ レ ンツ ボ ー テ ン』 1841-42年
ロ ク シ ム通 り rド ィッ人新 聞』 1844-47年
ポ タ ニ ック通 り 『ブ リュ ッセ ル ・ ドイ ッ人 新 聞 』 1847-48年

し・ これ も実際 には・非常 に限 られてお り,「 万 国 の労 働 者 よ,団 結 せ よ」 と い

う 『共産 党 宣 言』 の言葉 は,現 実 的 な もので はな か った
。

パ リの結社 の フランス以外で の活動 は当然
}フ ラ ンス以 外 で の機 関 誌 の発 行

とい う形 を とって くる。 特 に1830年 代 は フ ラ ンス以 外 で は ス イ スで の出版活

動が多 い。 ロン ドンで も若干 の新 聞,雑 誌 が 出 て い るが
,た い して重 要 な もの
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はな い.184。 年 代 に な って もス イ スで の出版 は減少 していない・ とくに 『北 の

光』,rド イ ッ青年 の叫 び』 な 踵 要 な もの がスイ スか ら出版 されていることに

は意味 がある.ス イ ス は,パ リ1こつ ぐ ドイ ツ人 の新 聞誰 誌 の発 行所 であ った

ばか りでな く,秘 密 結社 の重 要 な本部 力iあった場 所 で もあ った・こ う し噺 聞・

雑誌 はスイスの国境 樋 り,リ ヨ ン,マ ノレセ ー ユ・ パ リに もた らされ ることが

多 く,ま た パ リの新 聞,雑 誌 もスイ ス に もた らされ て い た・ ただその流れ はほ

ぼ1845_46年 を最 後 に終 わ り,そ の流 れ は次第 に ・ ン ドン・ブ リュッセノレに移

動 す る.た だ,全 体 と して は1848年 靴 まで の ス イ スやパI」と比 べ る と少 な い

と言 わ ざ るを得ない。基本的 には,1848年 革 命 まで の中心 地 はパ リとス イ スに

あ った と言 うべ きで あろう。 この ことは,ロ ン ドンの シ ャパ ー の義人 同盟,ブ

リュ ッセ ル の マル ク ス,エ ンゲ ル スの 力 が主流 と はな っていないことも意味 し

て いる.義 人 同盟 の中心 は,依 然 と して パ リに あ った ので あ る・ その最大の理

由は ドイッ人人 口が依然 としてパ リにとりわけ集 中 していた ことにあ った。

③ 初 期 社 会 主 義 運 動 の組 織 的 実 態

a.「 追 放 者 同盟 」 「義 人 同盟 」「共 産主義者同盟」の組織的実態

従来の初期労働運動史研究 で は,西 側 の い くつ か の研 究 た とえ ば シーダー

の著作[B,8]を 除 きパ リに お け る ドイ ツ人 の共 産犠 翻 は樋 次 のよ うに説

明 されて きた。

1834年 パ リで初 めて 共 産主 義 者思 想 の萌芽を もった ドイツ人組織 追放者同

盟 が誕生 し,や がて そ の 中で洪 産 臓 的思 想 を もっ人 々と・ そ うでない人々

が対立 し揃 者 が義人同盟 として追放者同盟 を::.一 的 に解体 したo人 同盟 は・

それ ま で武 装 蜂 起 派 が主 流で あ ったが,ブ ラ ンキ の季 節 社 の蜂 起 に参 加 した

シャパ ーを初 めと して多 くが逮捕 され,そ の結 果 武 装 蜂起 派 は力 を失 い,ロ ン

ドンに亡 命 した シ ャパ ー を中 心 と して ・ ン ドンで平和革命路線 を中心 とす る労

働者教育協会,す な わ 犠 人 同 盟 ・ ン ドン本部 が で きた・一方でパ リでの武装

蜂起 を支持す るヴァイ トリンクを中心 とす る一派 は・ シャパー派 と敵対 し・パ

リおよび スイスで武装闘争を行 うが瀦 局失敗 し 次第 に義人同盟内で力 を失
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う・ また議 人同盟 内にはグ リュンを中L・と した教 育 的啓 蒙 を 中心 と し
て社会

変革 を行 お うという真正社会犠 者 もいた
.平 和 闘争 とい う点 で は同 じで あ っ

た が,資 本 主義発 展 に よ るブル ジ ョア革命
,そ して プ ロ レタ リア革 命 と い う二

段 階革命論 を理解 で きなか った点 で,y・,.,闘 争1こ敗 れ議 人 同盟 は シ ャパ ーを

中心 とす る正統派 に統一 され る。 その理論的中心 にいたのが
,マ ル ク ス とエ ン

ゲ ル スで あ りfマ ル クス とエ ンゲ ル ス1よ 追 放 者 同盟 一 義人 同盟一 共 産蟻 者

同盟 といたる正統派 の正 しさを証明す ることになる
。

こうした説明の基礎 とな っているのはエ ンゲルスのrケ ル ン共 産 党 裁判
の真

相 」の新 版 への まえが き(1885年)[B ,2,SS.577-585]と マル クス の 『フ ォー ク ト

氏』(1860年)[B・6,SS.438-44・]で あ り,そ の後 メ ー リンクが それ を敷 術 した。

特 に旧 ソ連凍 独 の研究 は・ マル クスとエ ンゲル スの初期労働嗣 史 におけ る

正

(7}を 醐 す るた め にiそ う した糊 を さ らに融 す る とい う態度 をとってき
た。 しか し,こ の説 明 に は い くっ か 問題 点 が ある

。 マルクスの 『フォーク ト

氏』 は・ マル クスが陰謀 との関係を否定 するために書 いた とい う点 で
,と りわ

け平 和 革 命路 線 で書 か れ て いる・ そ う し識 略抜 きで読む ことはで きない.エ

ンゲ ル スの論 文 も,ケ ル ン共 産 党 裁判 で起 こ った陰謀 との関係 を否定 しよ うと

い う意図 で書 かれ た もので あ り
,ド イ ツ社 会 民 撹 へ っ なが る平 和 路線 か ら

い って・共産主義者同盟の平和路線 を ことさら強調 して いる
。 ソ連,東 欧 の研

究 で は このあ た りが微 妙 に揺れ動 いてし・る.平 和路 線 を政治 的 に翻 す る こ と

に よ ってマル クスとエ ンゲル スの二段階革命論 と権力掌握 を説明す ることは
,

暴 力 革 命 と して の ロ シ ア革 命 を場合 に よ っては否定 す る こととな るか らであ

る。 そこでマルクスとエ ンゲルスの武装革命論 もけ
っして捨 てて いるわけで は

ない・ しか し・1848年 革 命 を第一 段 階革 命
,・ シア革 命 を第二 段 階 革 命 と搬

す る ことでいけば,1848年 革 命 の平 和革 命路 線 は正 しい ことにな り
yマ ル クス

とエ ンゲ ル スの平 和革 命路線 は生 きることにな る
。 そのあた りが微妙 に揺 れて

いるのであ る。多 くの研 究 は後者で あるが
,な ぜ か 『マル ク ス伝』 の類 い に関

してはマルクスの武装闘争的部分を残 して いるのであ(8)
。

さて この一 般 的 な説 に疑 問 を提 示 してみよ う
。 すでに見たよ うに,当 時 の追
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放者 同盟 の発 晟 解 消 はそ れ ほ ど は っきりした もので はなか った とい うこと・

た と犠 人同盟 に解消 したと して も追 放者同盟 はず っと残存 していた可能性

があ るわ けで あ った。っ ま り共産主義 とは関係 のな い人 々た とえば シュー ス

ターや フヱネダイは,そ の後 ず っ と追放 者 同 盟 に関連 していた可能性 もあると

い うことであ る。 これは追放者同盟 が共産主義思想以外 に も展開す る可能性 を

もっていた こと臆 味す る.パ リに存 在 す る多 くの繊 は・ さまざまな人 々が

錯綜 しあってお り,た ん に共産 議 か そ うで ない か}こよ って分離 で き る もので

はな か った ということであ る.ま た,追 放 者 同盟 以外 に も共産 主 義者 を標榜す

る組織 はあ った し,ま た そ う した繊 の メ ン・ぐ一が一方で追放者 同盟 と重 な っ

ていた ことは,追 放 者 同盟 の発 展解 消 だ けで は当時の共産主義運動を説明 した

ことにはな らない ことを意味 している。

次礒 人同盟と季節社の鑓 との関係である・義人同盟内の平和靴 路線を

捻 出す るたあに季節社 の蜂起 と義人同盟 とのつなが りは重要 な問題 とな ってい

る.ま た,こ れ は ドイ ツの共 産 臓 翻 が,フ ラ ンスの社 会 掻 翻 と密 接 に

結 びっ いて いた ことを示す論拠 に もな ってG・る・ しか し・ 季 鮒 との関 連 につ

い ては,フ ラ ンスの警 察 史料 に は義 人 同 盟 との関連 を示す証拠 がま った くない

とい うことで(1Q).シ ャパ ー 自体 は,季 節 社 の蜂起 との関連 議 人 同盟 の中で

語 っていたよ うであ るが,シ ャパ ーのパ1麟 視 庁 に よ る逮 捕 は・ 季 節社 との関

連 の容疑で あるが,直 接 関 連 した とい う こと は証 明 されてお らず,シ ャパ ーの

諜 に は疑 問 が あ る.シ ャパ ー 自身 も185・ 年 ヴ ィー スバ ーデ ンの裁 判 所 で・実

は五月蜂起 は傍観 していただけであ ると陳述 している[B,1,S.999]。 シ ャパ ーの

参 加 は洞 盟 内部 で の勇猛果敢 さを示す 「法螺」 であるのかそ うでないのかわ

か らないが,た だ,シ ャパ ー と蜂起 との関係 はす で に当時か ら有名 にな ってお

り,本 人 も気 軽 に取 り消 せ る もので なか った ことは事実であ る・パ リの警察 の

回顧 として ドイツ人 とフラ ンス人の共産議 者 が蜂起 をた くらんだ とい う記録

が あるとい うが[B,1,S,998],こ れ だ けで は義 人 同盟 が参加 した のか・それ以外

の結社 が参加 したのか不明であ る。武装蜂起 をた くらんでいた行動協会 のルス

トもそ こには触 れ られてい るか らだ。 パ リのアル シー ヴ ・ナ シ ョナルにある季
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節社 の蜂 起 で逮 捕 され た人 物 の中 で ドイ ツ人 らしきものを探
って も 彼 らと義

綱 盟 と艦 ぴつ ける もの もや はりなし・([B ,13]照).か りに蔑 人 同盟 と関

係 が な い とす れ ば・ シャパ ーがイギ リスへ追放 された ことは事実だ と して も
,

あ え て,武 装 闘 争 派 か ら平 和闘 争 へ 闘争 方針 を変え る必要 はない
。 そ うであれ

ばyヴ ァイ トリンク との決裂 の内 容 自体力.・不 明確 に な
って くる ことに な る。

また ヴァイ トリンクとシャパーやグ リュ ンとの理論闘争 は闘争 と して
,パ リ

の義人 同盟 員 は依 然 と して ヴ ァイ トリンクや グ リ
ュンにつ いていたとい う問題

があ る。 ま さにエ ンゲル スは こう した人 々のオル グに1845年 パ リに行 くわ け

で あ るが・その時 パ リで は義人同盟員で あ りなが ら追 放者同盟員で あ
った り,

それ以 外 の共 産蟻 の繍 に い る人 々が複雑 に入 り組 んでいる状態で あ
った。

エ ンゲル スはモイラー・ エヴ 門 ベ ックカSエ ンゲ ル ス とと もに ヴ ァイ トリンク

派や グ リュ ン派 を改宗 させて い くわけであ るカiエ ヴ ァバ
ックの燵 蟻 協

会 は仕 立 て屋が多 く・仕立 て屋 のヴ ァイ トリンクの仲間たちを改宗 させ ること

は容易 ではなか ったはずである・ またグ リュ ン派の靴屋 などの皮革工職人 は
,

ドイ ツ人 同盟 をっ くって,義 人 同盟 と違 った独 自の行動 を とっていた人 々であ

り・ これ ま熔 易で はなか ったであろ う.こ う した 騰 の背景 に は'a・ 人 同盟

とい う欄 で はな く識 人 繊 を基礎 と してつ くられて いるさまざまな欄 が

あったか らであ る。 こう した組織 を無視 しては
,義 人 同 盟 の闘 争 は理 解 で きな

い・案 の定・エ ンゲルスのオル グエ作1煽 実 上 失 敗 す る こ とにな る
.そ の結 果,

共産 主義 者 同盟 が パ リに移 動 し塒 ,パ リで は ほ とん ど仲 間 を吸 収 で きなか っ

たのであ る・結果 的には・武装闘争 を主張す る民主協会 に搏 擬 とられ
,多

くの職 人達 はそ う した武 装 闘争 に参加す ることにな る
。

それでは,共 産 主義 者 同盟 の実態 は何 で あ ったのか
。実際 マルクス,エ ン

ゲル スが そ の議 長 シ ャパ ー に気に入 られ
,彼 か らr共 産 党 宣言 』 の纏 を依 頼

され る ほ どに出世 す ることにな る共産主義者同盟 は実態 と しては非常 に弱 い も

のだ った と しか言 えな いで あ ろ う
。 その理 由 は,義 人 同盟 自体 の 中 で の シ ャ

1¥°一一派 の弱 さで あ る
・ パ リ・ スイスでの欄 力のな さがそれであろ う

.ま た,

す で にパ リで は援助 協 会 帥 心 と した労働者 の援助繊 醗 達 しっっ あ り
,職
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人の組織力が弱 ま っていた こともあろ う。 しか し,も う一 っ は,武 装 闘争 派 が,

マ ル ク ス,エ ンゲ ル スの二 段 階 革 命論 を理解 していなか った ことで あろう。実

際,共 産 主 義 者 同盟 が ブ リュ ッセ ルで武装蜂起 を しよ うと して いて,マ ル クス

もそ の た め,武 器 を調 達 した と い う説 が ま こ と しや かに論議 されていた よ う

に,当 時 の状 態 で は共産 主 義 者 た ちの間で は,む しろ武 装 闘争 派 の方 が強 か っ

た ので ある。 もち ろん,共 産 主 義 者 同盟 は こう した武装 闘争 を考 えてなか った

のであ る。 したが って,あ る意 味 で は共産 主 義者 同盟 は,義 人 同盟,追 放 者 同

盟 と断 絶 して い るのか も しれない。二段階革命論 を中心 とす るマルクス型革命

論,共 産 主 義論 は 『共 産党 宣 言 』 と共産主 義者 同盟か ら初 めて始 ま ったのか も

しれない。 しか し,そ れ に もか か わ らず マ ル ク ス とエ ンゲルスが義人同盟i追

放 者 同 盟 に こだ わ る理 由 は,彼 らが い か に理 論 闘争 を行 い,そ れ に統 合 して

い った か を証 明 す る必 要があ ったか らであろう。 しか し,著 者 と して は こ う し

た見解 は支 持 しがたい。

b.マ ル クス,エ ンゲ ル ス と初 期 社会 主 義 運動 との関わ り

こうした状態 が,事 実 だ とす れ ば,マ ル ク ス とエ ンゲ ル スの立 場 を どう解釈

した らいいので あろ う。 マル クスは1843年 パ リにや って くるが,1845年 初 め

パ リを発 っ ま でパ リの労 働 者 と親 しくなか った ことは彼 自身回想 しているわけ

で,パ リのマ ル ク スの行 動 を調 べ て もその ことは証 明可能 であ る。 マル クスが

パ リにいた時代 は,け っ して追 放者 同盟 義 人 同盟 に とって も,そ の動 きが と

ま って いた時 代 で はない。 ロン ドンの シ ャパ ー,ス イ スの ヴ ァイ トリンクを強

調 す る ことは,当 時 のパ リの位 置 を誤解 させ る結果 になるが,依 然 と してパ リ

に は多 くの結 社 が あ り,パ リが 中心 で あ った こ とに は変 わ りはない。 しか し,

当時 マル ク スは,『 フ ォア ヴ ェル ッ』の編 集 に関連 した り,フ ラ ンスの社 会主 義
(il)

者 などに会 った ものの,秘 密 結 社 に関 係 した こ と はな か った。 マル クスは,

1845年2月 のパ リか らの 追 放 が な け れ ば ひ ょっとす る と秘密結 社 との関係 は

その後 もなか ったか もしれない。 いや少 な くとも遅 れていた可能性 がある。 ま

た,そ の 頃執 筆 され た マ ル ク スの 『経済学 ・哲学草稿』,『聖家 族 』,「法 哲学 批
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判 序 説」「ユ ダヤ人 問題 につ い て」を繕 いて も,そ こにマ ル クス と現 実 の政 治 的

つ なが りをみっけだす ことは不可能であ る。

状況 を決定的 に変 え るのが,ブ リュ ッセル へ の追 放 で あ る。 マル クスはその

年 イギ リスヘ エ ンゲルスとともに旅 をす るが,こ こで シ ャパ ーの ロ ン ドンの義

人 同盟 とチ ャーチス トと接触す るが,お そ ら くこの時 が 具体 的 な運 動 と関係す

(12)

る最初で あると思 われ る。 しか し,そ う した関 わ りは,義 人 同 盟 へ積 極 的 に関

係 す る と い う点での関 わ りで はない。 む しろ,マ ル クス とエ ンゲ ル スは義 人 同

盟 と距離 を置 いた ところで,共 産 主 義通 信 委員 会(1846年)と い う別 の組 織 を ブ

リュ ッセ ルで結 成 し,共 産 主義 者 の国 際 的組 織 を作 ろ うとす る。 この組織 は追

放者同盟 義人同盟 の各都 市の連帯 と,諸 外 国 の労 働者 の連 帯 を組 織 の柱 とす

るが,諸 外 国 の社 会 主 義者,共 産主 義 者 か らは,チ ャーチ ス トを除 いて ほ とん

ど期待 した答えが得 られなか った。 とりわけ問題 はフラ ンスにあ ったが
,根 本

に は フ ラ ンスの共産 主義 者組 織 と ドイッ人 とのっなが りが もともとなか った こ

とに原因があ った。 マル クスが勧誘 したプルー ドンは グ リュ ンと親 しい関係 に

はあ ったが,プ ル ー ドンと グ リュ ンの組織 的関係 は少 な くともプルー ドンの研

究か ら見 いだす ことはで きない。 マル クスはプルー ドンを批判 の標 的 に した

『哲学 の貧困』(1847年)を 執 筆 す るが,そ こで 批判 され た プ ルー ドンで さえ理論

的な問題 は別 と してパ リの ドイ ツ人 共産 主義者 にほ とん ど影響 を与 えなか っ

た。 パ リの組織 は・職人を中心 とす る堅固 な組織 の上につ くられてお り
,容 易

に近 づ きが た い様 相 を もって いたか らであ る。仕 立て職人,靴 職 人,家 具 職 人

を基礎 とす る組織 は,思 想 的,理 論 的戦 略 を越 え た と ころで結 びあ ってお り,

外部 の人 に と って近 づ きが た い存在 であ った と思われ る。だか ら,・ ・'・年 に理

論 的 に マ ル ク スに敗 北 した と言われ るヴァイ トリンク派 も,理 論 は置 くと して

組 織 自体 が マ ル クスに敗北 したわけで はない。 その ことは グ リュ ン派 に も言え

る。 パ リでエ ンゲル スのオル グを受 けた グ リュ ン派 の家具職人 は,エ ンゲ ル ス

に洗 脳 され た と い う こ とにな っているが,実 際 に エ ンゲ ル スの言 葉通 りで あ っ

たとすれば,組 織 は理論 闘 争 に よ って 容易 に掌握で きるものとな り,秘 密結 社

の背後 にあ る半 ば公 的 な職 業組織 や社交性 の場 の意味 は消えて しま うことにな
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る。 しか し,実 際職 業 上 の組 織 の壁 は厚 い。 エ ンゲルスがパ リでオルグ活動を

した時 に直面 したの は,こ の 問題 で あ った。 義人 同盟 の数 を概算 し,そ の 中 の

職 人 の割 合 を 出 して い る シーダーによると,230人 中176人 が職 人 で あ り,ほ

とん どが職 人 か ら構 成 され て いた とい って もよい。職人 はよ く移動す るので,

構成 メ ンバ ー はけ っ して固 定 的 で はない 凪8,S.127]。 こ う した職 人組 織 を掌 握

した エ ンゲルスはその数20名 にす ぎな か った とい うが,ど う して そ れで パ リ
(13)

の組織 を掌握 した と言え るだろ うか。

マル クスとエ ンゲルスは,共 産 主義 通 信 委員 会 を組 織 す る一方 で,ブ リュ ッ

セ ルで 民主 協 会 に参 入 して い く。民主協会 との関係 は現在 まで もっとも研究が

進んでない分野で あるが,民 主 協 会 は,ブ ル ジ ョア急 進 主義 者 を中心 と した組

織であ り,か っ ま た民 族 主 義者 の組 織 で もあった。ベルギーにおいて は,フ ラ

ン ドル独 立運 動 と結 びっ き,ポ ー ラ ン ド人民 へ の独立 支 援 とっなが っていた。

さらにそれは各国 の労働者 の団結 と もつ なが っていた。一方で,民 主協 会 は 自

由貿 易 によ る ブル ジ ョア体制 の発展 にっなが り,ブ ル ジ ョア体制 の確立 を め ざ

す ブル ジョア急進主義者 と,ブ ル ジ ョア革 命 そ して プ ロ レタ リアー ト革命 の二

段 階革命を主張す る共産主義者 とのあいだの微妙 な連携 をつ くりだ していた。

マル クスはその副議長 となる。民主協会 は公的 な組織 であ り,す くな くと も公

的 な面 で 見 る とマル クスは民主協会 の重要人物 なのであ った。義人同盟 は秘密

結 社であ ったが,ブ リュ ッセ ルの ドイ ツ人 労 働 者協会 は半ば公的組織 で,マ ル

クス と エ ンゲ ル スの活 動 の場 は,こ の二 つ とな る。民 主 協 会 の 中 に も武装闘争
(14)

を主張す る極左派が いない ことはなか ったが,基 本 的 に は議 会制 内部 で権 力 の

獲 得 闘 争が その 目的 であ った。 これ まで の説 で は,民 主協 会 ヘ マ ル クスが は

い った こ とは,組 織 の拡大 を はか る たあ の隠 れ 蓑 と して,き わ めて消極 的 に受

け取 られ て い るのであるが,二 段 階 革命 論 を主張 す るマル クスにとっては実 は

かな り積極的 な組織 だ った可能 性がある。パ リで はこのよ うに フラ ンス人 と ド

イッ人 を結 びっ ける組織 は存在 してお らず,秘 密結 社 か ドイ ツ人 の援 助組 織 だ

けであ った。 こうしてマル クスとエ ンゲルスは民主協会 とい う表 ての組織 に入

りなが ら,『 ブ リュ ッセル ・ドイ ツ人 新 聞 』の編集 に も入 ってい く。この新聞 は



22商 経 論 叢 第30巻 第4号 C3fi3)

民 主 協 会 と労 働 者 協 会 と い っ た広 い組 織 を カ ヴ ァーす る,パ リの か っ て の

『フ ォア ヴ ェル ッ』のよ うな新聞であ った。ブ リュッセルの公的組織 の中で力 を

持 ったマルクスとエ ンゲルスは・ ロ ン ドン義人同盟 に戦略的 な切 り札を持 つ こ

とにな った。

こうしてマルクスとエ ンゲル スが,パ リの組織 を掌 握 して,ロ ン ドンの義人

同盟 と接 触 し,そ の権 力 を も掌 握 す る と い う話 がで きあが る。 当時の ロ ン ドン

の ドイッ人 はパ リに比べ て数 の点で少な く,依 然 パ リが ドイ ッ人職 人 の 中心 で

あ ったに もかかわ らず,突 如 と して義 人 同盟 本 部 は ロ ン ドンに移 った ことにな

る。 やがて義人同盟 はマルクスとエ ンゲルスを迎 え,共 産 主 義 者 同盟 とい う新

た な組 織 へ出発 す ることにな ったとされている。 この組織 はフラ ンスの義人 同

盟を組織 し,ロ ン ドン,ブ リュ ッセル を含 む組 織 と して 出発す るとい うことな

のだが,パ リで それ だ け力 を も って い たか どうか は,結 局1848年2月 革 命 が起

こ ってsパ リに義人 同盟 本 部 が移 る こと にな った時 に実態が露呈す る。それ は,

パ リに移 った共 産主 義者 同盟 の組織力が非常 に小 さいことであ った
。 この こと

は,パ リの権 力 掌握 は成 功 して お らず,ロ ン ドンとパ リは結 局 分 離 して いたと

い うことを意味 してい るので はないだろ うか。結局 パ リにず っと滞在 していた

職人 の多 くは,マ ル ク ス と行 動 を と もにす る ことはなか ったのである。 マルク

スとエ ンゲルスは,い わば秘 密 結 社 の運 動 が終 焉 を迎えつつある時期 に組織 に

入 って きた人物 で,ま た,そ れ は一面 で 「科学 的歴 史観 」 による近代化で あっ

たのであ るが,そ れ が意外 に も簡単 に進 んで い った理由 は,彼 らの理 論 が 優 れ

て いた こ とよ りは,そ う した秘 密組 織 が分 裂崩 壊 の過程 に入 っていた理由によ

る。 すで にパ リでは職 業を中心 とした秘密結社 は,援 助 組 織 へ変 貌 しっ っ あ っ

た。 一度 崩壊 し始 めた組織 は,革 命 後 多 くの亡 命 者 が集 ま った ロ ン ドンで さえ

復興す ることはなか ったが,そ れ は ロ ン ドンで も労 働 者 組 織 は教育協会のよ う

な援助組織 が中心 で あったか らであ った。

、」ノ 括

本稿 は,1840年 代 の フ ラ ンス さ らに は諸 外国 におけ る ドイッ人 の社会主義運
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動 の組織 が どうい った ものであ ったかにっいて分析 したわ けであるが,こ う し

た組 織 は各 ドイ ッ人 コ ロニ ーのさまざまな組織 によ って規制 されていた とい う

ことであ った。公的 に黙認 された組織 秘密結社,そ れ を 引 きっ け る社交 の組

織 は密 接 に結 びっ き}た とえ ば仕 立て 屋 の運 動 とそ の共産主義思想 とい った具

合 にその体質 まで規定 していた とい うことであ った。 また組織 は複雑 で,一 つ

の組 織 が 中心 に立 っ とい うこ ともな く,併 存 状 態 で あ った とい うこ とで もあ っ

た。 したが って,追 放 者 同 盟→ 義 人 同盟 → 共産 主 義者同盟 とい う発展 は,明 確

に把 握 で きな い こ とsま た そ の発 展 に お い て権 力 が マ ル クス,エ ンゲ ル ス に

移 って い った とい う ことも,充 分説 明 で きない こ とが,そ こか ら判 明 した。 当

時 の ドイ ッ人 コロニ ーを見 て言 え る ことは,一 般 に マ ル ク ス,エ ンゲ ル ス に

沿 って語 られ て い る ほど,単 純 で は な く,か な りこみ い った状 況 にあ った と言

え よ う。 ま さに,こ の点 に お い て マ ル ク ス,エ ンゲ ル ス の組 織 活 動 は行 き詰

ま って もいたわけで もあ った。 こうした観 点か らマルクスとエ ンゲルスの 『共

産党宣言』を読み直 してみ ると,ま った く別 の世 界 が見 えて くるか もしれない。

(注)

(1)ミ ュ ル ー ズ の 青 年 ドイ ッ派 はそ の 例 外 で あ るが,ミ ュル ー ズ の綿 工 場 に は多 く

の ドイ ツ人労 働 者 が 働 い て い た([B,14]参 照)。

(2)マ ル セ ー ユ,ナ ン ト,リ ヨ ンに お け る ドイ ッ人 の 状 態 に つ い て 子 細 は不 明 で あ

る([B,16]参 照)。

(3)以 下 当時 の 秘 密 結 社 に 関 す る史 料 は,メ ル ゼ ブ ル ク の ア ル ヒー プで す で に作 成

して あ る以 下 の タ イ プに よ る 目録 も参 照 した 。QuellenauziigezurGeschichte

deutscherArbeite卜unddemokratischerVereine.Arbeiter-unddemokratischer

VereineFrankreich.こ う した 史料 は膨 大 で あ り,個 々 の 整 理 番 号 を書 く こ と は省

い た。

(4)マ ル ク ス,ル ー ゲ の 住 居 は この 地 域 か ら少 し離 れ た サ ン ・ジ ェ ル マ ン に あ った

(拙 著 『パ リの 中 の マ ル ク ス』 御 茶 の 水 書 房6章 参 照)。

(5)マ ル ク ス,ル ー ゲ の 『独 仏 年 誌 』 は こ の 地 域 か ら離 れ た と こ ろ に あ っ た が,

『フ ォ ア ヴ ェ ル ッ』 は ま さ に こ の 中心 に位 置 して い た(拙 著 『パ リの 中 の マ ル ク ス』

御 茶 の 水 書 房4章 参 照)。

(6)公 的 に は追 放 者 同 盟 の こ と は 知 られ て いて も,義 人 同 盟 の こ と は知 られ て い な

か っ た。 た と え ば,パ リの ア ル シー ヴ ・ナ シ ョナ ル の史 料 に は追 放 者 同 盟 に っ い て
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しか書か れて いな い([B,13]参 照)。

(7)追 放 者 同盟→ 義人 同盟→ 共 産主 義者 同盟 とい う単純 な図式 を受 け継 いだ のが
,

メー リンクで あ る。 メー リンク は,『 ドイ ッ社 会民主 々義 の歴史 』の5章 職人 的共産

主 義 と14章 共産主 義者 同盟 とい う章 で,追 放者 同盟 か ら共産 主義 者同盟 にいた る流

れを明確 に記述 して いる[B,7]。 そ う した流 れ はその後 もソ連 共 産党 に まで引 き継

がれ,共 産 主義 者同盟 の資 料集[B ,1]の 編 集 に も,ま た っ い 最 近 の フ ン トの 研 究

[B,5]に も引 き継 がれ て い る。メル ゼ ブル クに は,そ の他 の秘密結 社 の史料 も多 く存

在 して い るが・その こ とには何等 言及 していな い。きわ めて不可 解 であ る。わが国 で

も事情 はほぼ同 じで あ る。石塚 は,大 筋 で は この流 れを認 め なが らも,義 人 同盟 内部

の闘争 にお け るヴ ァイ トリンク派 の意 味 をそ れな りに認 め よ う とす る点 で
,鋭 い指

摘 を して いる([B,11]の4章)。 シーダー は,パ リ,ス イ ス}ロ ン ドンの結 社 の動 き

を地 理 的,水 平的 に と らえ,一 っ の結 社 が全体 を統 一 して い くとい う従来 のパ ター

ンを破 って いる。 同時 多発 的 な発展 を と らえ たとい う点 で は
,当 時 の結社 の状態 を

もっと もよ く説 明 して いる といえよ う。 ただ,1842年 までで終 わ って いる点 が問題

で はあ るが[B,8]。

(8)1848年 革命直後 マ ル クスが ブ リュ ッセルで武器 を購入 し,革 命 の準 備 を した と

い うことが それで あ る。

(9)季 節社 に関 す る史料 は,ア ル シー ヴ ・ナ シ ョナル に収 め られて,CC723か らCC

761ま での箱 に は膨大 な史料 が あ る。特 に シ ャパ ー に関 す る史 料 はCC739
,靴 職人 ア

ウステ ンに関す る史料 はCC726に あ る。 この史料 の どれ を見て も,季 節 社 との関係

をっ かむ ことはで きない。 また,ド イ ッ人 と思 わ れ る人物 を それ ぞれ調べ てみ て も
,

そ の人 物 と季節 社 との関係,ま た義人 同盟 との関係 を見 っ け る こと もで きな い
。

(10)季 節 社 との関係 で は,旧 東 ドイ ッの義人 同盟研 究 の権威 フ ン トです ら,直 接 の

関 係 を否 定 して い る[B,5,S.103]。 しか し}そ れ に もかか わ らず基 本的 に は武装 闘

争派 と して大 きな影響 力 を持 って いる と して関 係 を認 めて いる[B ,5,s,104]。 グ ラ

ンジ ョ ンは,エ ンゲ ル スに関 して一 般 に広 ま った シ ャパ ー と季 節社 の蜂 起 との関 係

にっ いて,こ れ は謬 説 であ る と断定 して い る[B ,3,p.181]。 そ して丹 念 に史料 を調

べ,「 義人 同盟 は季節 社 の一 部門 とは考 え られ得 ない し
,義 人 同盟 は組織 と して も,

メ ンバ ーと して も,1839年5月12日,13日 の武 装蜂起 には参加 しなか った と思 わ

れ る」[B,3,p.183]と 述 べ て い る。 シー ダーは最 初 に ドイ ッ人関 係 の史料 をパ リの

アル シーヴ ・ナ シ ョナル で調査 したの であ るが,季 節社 と義 人 同盟 との関 係 をす で

に1960年 代 に否定 して い るの で あ る[B,8,S.54f .]。

(11)「 私 は最 初 のパ リ滞在 中 に,同 盟 の その ほか の幹部連 や,フ ラ ンスの労働 者秘密

結 社 の たいて いの指 導者 た ちと も日頃個人 的 な交際 を して いた が,し か しこれ らの

団体 のいず れに も加入 しなか った」[B,6,S.438]。 『政治家 と して のマ ル クス』 を書

い た シー ダーはマ ル クス と具 体 的 な政 治 との関 わ りは,ブ リュ ッセル以後 と して,
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こ う したっ きあ い は表面 的 な もので あ った と述 べ てい るが[B,8,SS.35-36],こ の見

解 に は賛成 で あ る。

(12)良 知 力 は,マ ル クスが パ リの ワイ ン店 での共 産主義 者 の集会 に参加 した とい う

プ ロイセ ンの報 告記録 が あ ると述 べて い るが,残 念 なが ら出典 の典 拠が な い[B,17,

p.127]。 筆 者 はその記録 を見 て いな いので即 断 は さけ るが,マ ル クス 自身 も接触 を

もった こ とは認 めて い る。 しか し,こ の ことで義人 同盟 と恒 常的接 触 を もった とい

うことは無理 であ ろ う。 パ リの警 察史料 で はマ ル クスの名 が出て くるのは,1845年

か らで あ る([B,13]参 照)。

(13)良 知 力 は,「 や がて エ ンゲル スはパ リの主導 権 を握 るので ある」[B,17,p.168]

と述べ て い る。しか しその良知 も大部分 を掌握 したわ けで はな い とは言 って い る[B,

17,p.167]。

(14)ベ ル ギーの リス コ ン ・トゥーで起 きた武 装集 団 の事 件 は,民 主 協会 の左派 ス ピ

ル トホル ンが起 こ した もの で あ ったが,こ れ とマル クスは一切 関係 な い(拙 著 『パ リ

の中 のマ ル クス』 御茶 の水書 房8章 参照)。
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